
生涯学習プラットフォーム（仮称）のイメージ

・情報通信技術の進展による学習スタイルの変化も踏まえ、様々な形での学習機会を提供。（学習機会提供機能）
・学習履歴等を記録・可視化、体系的に把握し、客観的に学習成果を証明。（学習履歴の記録・証明機能）
・学習者同士のつながりや、個々人の学習等と地域活動とのマッチングを促進。（学習者等のネットワーク化機能）
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①講座情報データ登録
学習コンテンツ提供
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他の利用者の履歴と生涯学習パスポートを格納
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ユースケース１：進学・単位認定・就職時等

NPO

①パスポート情報
を登録

ユースケース2：マッチング促進

②求める人材像
登録
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を推薦

学習
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②サークル情報

③マッチする人
推薦④おすすめ情報を提示

進学・単位認定時、就職時に学習パスポートに格納している
合格証や修了証を電子的に学校や企業に提出。
電子証明機能は、教育サービス提供者等の発行者が発行
した内容を改ざんされていないことを証明する。

学習者ネットワーク化機能を通じて、学習した履歴と求めている
人材とをマッチングさせ、学んだ内容を地域に還元しやすくする。
また学習者に対しては求めている人材や同様の学習を行って
いる仲間などのおすすめ情報を提示することにより、活動の場を
増やすことができる。

学習機会提供機能 生涯学習プラットフォームが持つ機能凡例

生涯学習プラットフォーム上で個人情報データを安全・安心に流通させるため、一定のポリシーとルールを守
ることができる機関・組織を認定し連携する。連携のためのデータ共有のルール、項目の標準化等が必要。

⑤活動へ参加

（人材認証に活用）

資料２

※栗山委員提出資料

Aさん

Aさん

学習機会提供機能

④学習

認証基盤（シングルサインオン）・信用基盤（トラストフレームワーク）

※栗山委員・大畑委員作成

活用フェーズ学習フェーズ


